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 【写真】
秋田市で開催された

「福祉の就職フェア」の様子特集
P2

P6

P7

P8

P10

P12

秋田県内の福祉の職場で働きませんか？
高齢者総合相談・生活支援センターからのお知らせ
「秋田LL大学園」を開催します
皆様の善意
平成30年度秋田県社会福祉協議会事業計画及び予算
職場紹介リレー
社協のいま～藤里町社会福祉協議会～

新「秋田県地域福祉活動計画」策定
今後6年間の地域福祉活動の方向性を定める

「ともにつながり支え合うぬくもりと笑顔
 あふれる幸せのまちづくり」をめざして



少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
、
核
家
族
化

の
進
行
な
ど
に
よ
る
家
族
形
態
の
変
化
、

地
域
で
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
な
ど
に
伴

い
、
家
庭
や
地
域
に
お
け
る
支
え
合
う
機

能
が
低
下
し
、
複
雑
で
多
様
な
地
域
生
活

課
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

国
で
は
、
平
成
28
年
６
月
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」

に
お
い
て
、
子
ど
も･

高
齢
者
・
障
害
者

な
ど
全
て
の
人
々
が
地
域
、
暮
ら
し
、
生

き
が
い
を
共
に
創
り
、
高
め
合
う
こ
と
が

で
き
る
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
を
目

指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
会
が
平
成
17
年
度
か
ら
取
り

組
ん
で
き
た
「
地
域
福
祉
ト
ー
タ
ル
ケ
ア

推
進
事
業
」
は
、
地
域
共
生
社
会
を
目
指

す
取
組
み
を
先
取
り
し
た
も
の
と
言
う
こ

と
が
で
き
、
本
会
や
市
町
村
社
会
福
祉
協

議
会
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
や
、
今
後
展

開
さ
れ
る
国
・
県
の
施
策
動
向
を
踏
ま
え
、

こ
れ
ら
と
の
整
合
に
留
意
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
県
に
お
け
る
高
齢
者
を
地

域
全
体
で
支
え
る
体
制
づ
く
り
を
よ
り
充

実
さ
せ
る
た
め
、
本
会
は
（
公
財
）
秋
田

県
長
寿
社
会
振
興
財
団
（
以
下
「
Ｌ
Ｌ
財

団
」）
か
ら
高
齢
化
対
策
に
関
す
る
主
な
事

業
を
継
承
し
、
平
成
30
年
度
か
ら
実
施
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
本
会
は
、

そ
の
役
割
や
活
動
の
方
向
性
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る

た
め
、
関
係
機
関
・
団
体
等
と
連
携･

協

働
し
て
取
り
組
む
今
後
６
年
間
の
地
域
福

祉
活
動
計
画
（
以
下
「
活
動
計
画
」）
を
策

定
し
ま
し
た
。

活
動
計
画
の
策
定
に
当
た
り
、「
我
が

事
・
丸
ご
と
」
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
た
施
策
動
向
を
踏
ま
え
、
平
成
29
年

５
月
に
策
定
さ
れ
た
社
協
・
生
活
支
援
強

化
方
針
の
ほ
か
、
全
社
協
福
祉
ビ
ジ
ョ
ン

２
０
１
１
第
２
次
行
動
方
針
を
参
考
に
、

第
４
期
活
動
計
画
「
あ
き
た
の
幸
せ
・
発

展
プ
ラ
ン
」
の
推
進
状
況
の
検
証
結
果
を

５
つ
の
視
点
か
ら
整
理
し
ま
し
た
。

視
点
１　

�

地
域
に
お
け
る
総
合
相
談
・
生

活
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り

平
成
17
年
度
か
ら
の
地
域
福
祉
ト
ー
タ

ル
ケ
ア
推
進
事
業
、
地
域
福
祉
再
構
築
推

進
事
業
や
市
町
村
社
協
を
支
援
す
る
モ
デ

ル
事
業
等
に
よ
り
全
県
の
地
域
福
祉
推
進

の
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

そ
の
成
果
の
波
及
は
地
域
や
分
野
に
よ
っ

て
差
が
あ
り
ま
す
。

視
点
２　

地
域
に
お
け
る
公
益
的
取
組
の

促
進

多
様
で
複
雑
な
地
域
生
活
課
題
が
生
じ

て
お
り
、
社
会
福
祉
法
人
に
は
「
地
域
に

お
け
る
公
益
的
な
取
組
」
へ
の
積
極
的
な

取
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

社
協
は
「
誰
で
も
」「
い
つ
で
も
」「
何

で
も
」
受
け
止
め
る
相
談
支
援
体
制
の
構

築
に
向
け
、
社
会
福
祉
施
設
や
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
と
の
連
携
や
協
働
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

�

視��

点
３ �　

��

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
と
、

社
会
福
祉
法
人
や
福
祉
施
設
の

経
営
管
理
の
強
化
の
促
進

社
会
福
祉
法
人
は
平
成
28
年
に
実
施
さ

れ
た
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
に
よ
り
ガ

バ
ナ
ン
ス
等
の
強
化
や
経
営
の
透
明
性
の

向
上
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

視
点
４　

�

働
き
や
す
く
、
や
り
が
い
の
感

じ
ら
れ
る
福
祉
の
職
場
づ
く
り

の
促
進

福
祉
施
設･

介
護
事
業
所
等
は
慢
性
的

に
人
材
不
足
と
な
っ
て
お
り
、
人
材
確
保

対
策
の
強
化
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
国
の
施
策
動
向
や
福
祉
現
場
の

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
研
修
内
容
の
充

実
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

視
点
５　

災
害
や
防
災
へ
の
対
応
強
化

自
然
災
害
の
発
生
に
備
え
、
住
民
の
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
支
援
を
行
う
仕

組
み
づ
く
り
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
災
害
発
生
直
後
か
ら
福
祉
人
材

の
派
遣
等
の
対
応
を
行
う
た
め
、
関
係
団

体
・
機
関
と
調
整
し
な
が
ら
広
域
的
な
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仕
組
み
づ
く
り
を
進

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

計
画
策
定
の
趣
旨

計
画
策
定
の
た
め
の
５
つ
の
視
点

「ともにつながり　支え合う　
�ぬくもりと笑顔あふれる幸せのまちづくり」をめざして

今後６年間（H30-35）の地域福祉活動の方向性を定める

新「秋田県地域福祉活動計画」策定

　本会では、平成26年度に策定した第4期秋田県地域福祉活動計画に基づいた活動の検証結果、国や全社協
の動向、公益財団法人秋田県長寿社会振興財団が行っている高齢化対策に関する事業を平成30年度から継
承することを踏まえるとともに、平成30年度を開始年度として県が策定した「秋田県地域福祉支援計画」と
の整合を図り、第5期秋田県地域福祉活動計画を策定しました。
　ここでは、計画策定の趣旨や基本方針など、新たな計画の概要をお知らせいたします。
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〔
基
本
方
針
Ⅰ
〕

地
域
共
生
の
仕
組
み
づ
く
り

   

―
地
域
福
祉
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
推
進
―

【
現
状
・
取
組
み
の
方
向
性
】

１ 　

高
齢
者
や
障
害
者
、
様
々
な
課
題
を

抱
え
る
世
帯
に
対
応
す
る
総
合
相
談
支

援
体
制
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
県
民
の

暮
ら
し
の
中
の
多
様
な
課
題
を
丸
ご
と

受
け
止
め
、
住
民
に
身
近
な
地
域
で
解

決
に
繋
げ
る
支
援
や
そ
の
仕
組
み
づ
く

り
を
行
う
地
域
福
祉
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
を

全
県
で
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２ 　

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
よ
り
弱

体
化
が
懸
念
さ
れ
る
地
域
活
動
の
維
持

強
化
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
地
域
に
お

け
る
住
民
主
体
の
福
祉
活
動
の
基
盤
と

な
る
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
の
強

化
と
地
域
の
つ
な
が
り
の
再
構
築
を
図

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

３ 　

既
存
制
度
で
受
け
き
れ
な
い
福
祉

ニ
ー
ズ
が
増
大
し
て
お
り
、
社
会
福
祉

法
人
の
専
門
性
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し

て
「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
」

の
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

４ 　

多
様
化
・
複
雑
化
す
る
地
域
生
活
課

題
の
解
決
に
向
け
て
、
行
政
や
多
様
な

相
談
支
援
機
関
等
と
の
連
携
・
協
力
関

係
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
地
域

生
活
課
題
の
調
査
や
政
策
提
言
等
に
よ

り
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構

築
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

５ 　

地
震
等
の
自
然
災
害
発
生
時
に
地
域

住
民
を
支
援
す
る
体
制
が
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
機
能
や
広
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
主
な
活
動
】

推
進
項
目
１　

�

総
合
相
談
支
援
体
制
の

　
　
　
　
　
　

構
築

（
１
）
地
域
福
祉
推
進
体
制
の
構
築
と
取
組

み
強
化

様
々
な
機
関
・
団
体
の
連
携
・
協
働
に

よ
り
、
地
域
に
お
い
て
住
民
か
ら
の
生
活

の
あ
ら
ゆ
る
相
談
を
受
け
止
め
て
対
応
す

る
機
能
と
併
せ
、
住
民
の
支
え
合
い
活
動

や
社
会
参
加
、
世
代
間
交
流
の
機
能
を
有

す
る
拠
点
の
整
備
を
進
め
、地
域
福
祉
ト
ー

タ
ル
ケ
ア
の
仕
組
み
に
よ
る
「
福
祉
で
ま

ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
ま
す
。

（
２
）
地
域
福
祉
推
進
を
担
う
人
材
の
育
成

住
民
の
地
域
生
活
課
題
に
応
え
る
と
と

も
に
地
域
の
資
源
と
連
携
・
協
働
し
た
地

域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
践
者
」
の
養

成
と
配
置
を
促
進
し
ま
す
。

（
３
）
権
利
擁
護
体
制
の
充
実

国
の
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計

画
を
踏
ま
え
、「
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
」

か
ら
「
成
年
後
見
制
度
」
へ
の
円
滑
な
移

新
し
い
活
動
計
画
の
基
本
理
念
、基
本
方
針
及
び
推
進
項
目
・
事
業
項
目

活
動
計
画
の
基
本
理
念
を
「
と
も
に
つ
な
が
り　

支
え
合
う　

ぬ
く
も
り
と
笑
顔
あ
ふ
れ

る　

幸
せ
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
い
ま
す
。
３
つ
の
基
本
方
針
の
下
に
、
次
の
と
お
り
現

状
と
取
組
み
の
方
向
性
を
整
理
し
、
推
進
項
目
と
事
業
項
目
を
設
定
し
ま
し
た
。

【基本理念】ともにつながり�支え合う�ぬくもりと笑顔あふれる�幸せのまちづくり
　幅広い関係者との連携・協働のもと、県民の暮らしのあらゆる困りごとを丸ごと受け止める仕組みづくりや他人事を我が
事に変える取組みにより地域福祉の充実を図り、ぬくもりと笑顔あふれる幸せのまちづくりを目指します。

　　　
基本方針Ⅰ 基本方針Ⅱ

基本方針Ⅲ

地域共生の仕組みづくり
―地域福祉トータルケアの推進―

福祉サービスの基盤づくり
ー働きやすくやりがいを感じられる
　福祉の職場づくりの推進―

組織・経営基盤の強化

推進項目１　総合相談支援体制の構築
　（１）　地域福祉推進体制の構築と取組み強化
　（２）　地域福祉推進を担う人材の育成
　（３）　権利擁護体制の充実
　（４）　生活困窮者支援の強化
　（５）　生活福祉資金貸付事業の推進
　（６）　高齢者相談事業の推進

推進項目２　地域づくり活動基盤の整備
　（１）　地域における支え合いの仕組みづくりの推進
　（２）　民生委員・児童委員活動への支援
　（３）　地域におけるボランティア・市民活動の育成支援
　（４）　課題解決に向けた県民啓発の強化
　（５）　高齢者の生きがい・健康づくりの推進
　（６）　県民の善意による支援の充実

推進項目３　地域における公益活動の推進
　（１）　地域と社会福祉施設との協働事業の推進

推進項目４　行政と社協のパートナーシップの強化
　（１）　地域生活課題に対する調査研究・提言機能の強化

推進項目５　災害支援体制づくりの推進
　（１）災害支援体制の構築
　（２）災害に備えた広域支援ネットワークの充実

推進項目１　福祉人材の確保・育成・定着の推進
　（１）　福祉人材の確保とマッチングの促進
　（２）　福祉人材の定着促進と労働環境の改善支援
　（３）　福祉の仕事への理解促進
　（４）　福祉保健従事者研修の充実

推進項目２　�福祉サービスの質の向上と社会福祉経
営基盤の強化

　（１）　質の高い福祉サービス提供の促進
　（２）　福祉事業者の経営基盤・組織の強化への支援

推進項目１　法人経営の基盤強化と財源の確保
　（１）�　�会務の運営と事業評価による適正な法人運

営の推進
　（２）　会員の拡大と自主財源の充実
　（３）　秋田県社会福祉会館の適正な運営

推進項目２　職員の資質向上と意識改革
　（１）　職員評価の推進
　（２）　職員の資質向上
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行
を
可
能
と
す
る
一
体
的
な
支
援
体
制
づ

く
り
を
進
め
、地
域
に
お
い
て
福
祉
、保
健
、

医
療
、
司
法
等
と
の
連
携
に
よ
る
権
利
擁

護
体
制
の
構
築
を
促
進
し
ま
す
。

（
４
）
生
活
困
窮
者
支
援
の
強
化

子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
モ
デ
ル
事
業

や
ひ
と
り
親
家
庭
高
等
職
業
訓
練
促
進
資

金
貸
付
事
業
等
に
よ
り
生
活
困
窮
者
の
支

援
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
教
育
に
関

連
す
る
事
業
を
通
じ
、
制
度
の
狭
間
の
問

題
へ
の
対
応
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
住

民
一
人
ひ
と
り
が
社
会
の
一
員
と
し
て
居

場
所
や
役
割
を
持
っ
て
社
会
に
参
加
で
き

る
「
社
会
的
包
摂
」
の
普
及
啓
発
を
図
り

ま
す
。

（
５
）
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
の
推
進

相
談
支
援
活
動
と
連
動
し
た
生
活
福
祉

資
金
貸
付
事
業
の
推
進
に
よ
り
、
様
々
な

地
域
生
活
課
題
を
抱
え
る
世
帯
の
自
立
促

進
を
図
り
ま
す
。

（
６
）
高
齢
者
相
談
事
業
の
推
進

Ｌ
Ｌ
財
団
か
ら
継
承
す
る
高
齢
者
相
談

事
業
に
つ
い
て
、
本
会
の
既
存
事
業
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
円
滑
に
推
進
し
ま
す
。

推
進
項
目
２　

�

地
域
づ
く
り
活
動
基
盤
の

整
備

（
１
）
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
の
仕
組
み

づ
く
り
の
推
進

地
域
の
課
題
解
決
に
住
民
が
主
体
的
に

取
り
組
み
、
住
民
同
士
の
支
え
合
い
に
よ

推
進
項
目
３　

�

地
域
に
お
け
る
公
益
活
動

の
推
進

（
１
）
地
域
と
社
会
福
祉
施
設
と
の
協
働
事

業
の
推
進

制
度
の
狭
間
の
問
題
へ
の
対
応
を
強
化

す
る
た
め
、
社
協
を
含
む
全
て
の
社
会
福

祉
法
人
が
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組

み
を
実
施
す
る
よ
う
、
モ
デ
ル
事
業
の
実

施
や
情
報
共
有
の
場
の
設
定
等
を
通
じ
働

き
か
け
を
強
化
し
ま
す
。

推
進
項
目
４　

�

行
政
と
社
協
の
パ
ー
ト
ナ

　
　
　
　
　
　

ー
シ
ッ
プ
の
強
化

（
１
）
地
域
生
活
課
題
に
対
す
る
調
査

研
究
・
提
言
機
能
の
強
化

地
域
生
活
課
題
の
把
握
や
調
査
を
通
じ
、

関
係
機
関
へ
の
政
策
提
言
に
向
け
た
取
組

み
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、行
政
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
に
向
け
て
秋
田
県
と

の
協
働
の
取
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

推
進
項
目
５　

��

災
害
支
援
体
制
づ
く
り
の

推
進

（
１
）
災
害
支
援
体
制
の
構
築

市
町
村
社
協
に
設
置
さ
れ
る
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
強
化
す
る

た
め
、
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
の
支
援
や

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
養
成
を
推
進
し
ま
す
。

る
生
活
支
援
活
動
を
進
め
る
気
運
を
高
め
、

住
民
に
身
近
な
小
地
域
の
福
祉
力
を
強
化

し
ま
す
。

（
２
）
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
へ
の
支
援

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
社
協
と
連
携

し
た
地
域
福
祉
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
委
員
の
資
質
向
上
に
つ
な

が
る
研
修
を
効
果
的
に
実
施
し
ま
す
。

（
３
）
地
域
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市

民
活
動
の
育
成
支
援

福
祉
教
育
を
推
進
し
、
地
域
福
祉
の
担

い
手
と
な
る
幅
広
い
年
齢
層
の
住
民
を
育

成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
福
祉
力
向

上
を
図
り
ま
す
。

（
４
）
課
題
解
決
に
向
け
た
県
民
啓
発
の
強
化

社
会
福
祉
大
会
や
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

開
催
、
広
報
誌
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
に
よ

る
情
報
発
信
に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
地

域
生
活
課
題
の
解
決
に
向
け
た
県
民
啓
発

の
強
化
を
図
り
ま
す
。

（
５
）
高
齢
者
の
生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り
の

推
進

高
齢
者
の
生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
活
動
や
社
会
参
加
活
動
を
促
進
し
ま

す
。

（
６
）
県
民
の
善
意
に
よ
る
支
援
の
充
実

寄
附
金
を
活
用
し
た
活
動
に
関
す
る
周

知
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
寄
附
者
に
本

会
の
活
動
内
容
の
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、

寄
附
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

行
政
や
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
災
害
に
備
え
て
住
民
に
よ

る
支
え
合
い
の
意
識
啓
発
を
進
め
ま
す
。

（
２
）
災
害
に
備
え
た
広
域
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
充
実

被
災
者
支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
、
災
害

時
の
二
次
被
害
の
予
防
に
向
け
災
害
派
遣
福

祉
チ
ー
ム
の
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

〔
基
本
方
針
Ⅱ
〕

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
づ
く
り

　
　
　

ー 

働
き
や
す
く
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ

る
福
祉
の
職
場
づ
く
り
の
推
進
ー

【
現
状
・
取
組
み
の
方
向
性
】

１ 　

少
子
高
齢
化
な
ど
に
伴
い
増
加
し
続

け
る
福
祉
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
は
、

働
き
や
す
く
や
り
が
い
の
感
じ
ら
れ
る

福
祉
の
職
場
づ
く
り
が
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
求
人
・
求
職
者
へ
の
対
応

強
化
や
若
い
世
代
へ
の
福
祉
の
仕
事
に

関
す
る
理
解
促
進
の
ほ
か
、
従
事
者
の

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
研
修
の
充
実
を
図

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２ 　

多
様
化
す
る
福
祉
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に

応
え
る
た
め
に
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
維
持
・
向
上
を
図
る
取
組
み
が
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
苦
情
解
決
体

制
の
整
備
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公

表
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

３ 　

社
会
福
祉
法
人
に
は
、
社
会
福
祉
法
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人
制
度
改
革
に
よ
り
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強

化
や
事
業
運
営
の
透
明
性
の
向
上
等
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
経
営
・

組
織
体
制
の
強
化
や
「
地
域
に
お
け
る

公
益
的
な
取
組
」
の
実
施
を
支
援
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
主
な
活
動
】

推
進
項
目
１　

�

福
祉
人
材
の
確
保
・
育
成
・

定
着
の
推
進

（
１
）
福
祉
人
材
の
確
保
と
マ
ッ
チ
ン
グ
の

促
進

求
人
・
求
職
者
の
開
拓
と
就
職
支
援
、

高
齢
者
な
ど
多
様
な
人
材
の
参
入
促
進
に

よ
り
、
事
業
所
の
人
材
確
保
の
取
組
み
を

支
援
し
ま
す
。

（
２
）
福
祉
人
材
の
定
着
促
進
と
労
働
環
境

の
改
善
支
援

専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
等
に
よ
り

就
労
環
境
の
改
善
を
図
り
、
定
着
促
進
の

取
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

（
３
）
福
祉
の
仕
事
へ
の
理
解
促
進

中
高
生
等
の
若
い
世
代
に
対
す
る
福
祉

の
仕
事
の
魅
力
発
信
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
保
護
者
や
教
職
員
に
対
し
て
福
祉
の

仕
事
の
理
解
促
進
を
図
り
ま
す
。

（
４
）
福
祉
保
健
従
事
者
研
修
の
充
実

福
祉
人
材
の
育
成
や
定
着
に
効
果
的
な

「
福
祉
職
員
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
対
応
生
涯
研
修

課
程
」
を
計
画
的
に
導
入
す
る
と
と
も
に
、

目
指
す
動
き
な
ど
に
対
応
し
、
本
県
に
お

い
て
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
中
核
を
担
う

社
会
福
祉
法
人
と
し
て
の
責
務
を
果
た
す

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
効
率
的
で
透
明
性
の
高
い

法
人
運
営
や
安
定
的
な
財
源
の
確
保
、
職

員
の
資
質
向
上
等
に
努
め
、
組
織
や
経
営

基
盤
の
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
主
な
活
動
】	

推
進
項
目
１　

�

法
人
経
営
の
基
盤
強
化
と

財
源
の
確
保

（
１
）
会
務
の
運
営
と
事
業
評
価
に
よ
る
適

正
な
法
人
運
営
の
推
進

社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
の
趣
旨
を
踏

ま
え
、
評
議
員
会
や
理
事
会
等
の
定
期
的

な
開
催
、
事
業
評
価
の
実
施
に
よ
り
、
効

率
的
か
つ
透
明
性
の
高
い
法
人
運
営
を
行

い
ま
す
。

（
２
）
会
員
の
拡
大
と
自
主
財
源
の
充
実

自
主
企
画
研
修
の
充
実
等
会
員
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
取
組
み
を
推
進
し
、
会
員

の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
厚
生
事
業
に

よ
る
自
主
財
源
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

（
３
）
秋
田
県
社
会
福
祉
会
館
の
適
正
な
運
営

指
定
管
理
制
度
の
下
で
、
社
会
福
祉
会

館
の
適
正
な
管
理
運
営
を
図
り
ま
す
。

研
修
ニ
ー
ズ
の
的
確
な
把
握
に
努
め
、
委

託
研
修
や
自
主
企
画
研
修
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

Ｌ
Ｌ
財
団
か
ら
継
承
す
る
研
修
事
業
を

本
会
の
研
修
体
系
に
位
置
付
け
、
円
滑
か

つ
効
率
的
な
実
施
を
図
り
ま
す
。

推
進
項
目
２　

�

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
と
社
会
福
祉
経
営
基
盤

の
強
化

（
１
）
質
の
高
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
促
進

苦
情
解
決
体
制
の
強
化
や
第
三
者
評
価

の
実
施
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
に

よ
り
、
社
会
福
祉
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
向
上
の
取
組
み
を
促
進
し
ま
す
。

（
２
）
福
祉
事
業
者
の
経
営
基
盤
・
組
織
の

強
化
へ
の
支
援

福
祉
施
設
・
事
業
者
の
経
営
指
導
や
種

別
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
や
情
報

共
有
の
場
の
設
定
な
ど
に
よ
り
「
地
域
に

お
け
る
公
益
的
な
取
組
」
の
実
施
を
支
援

し
ま
す
。

〔
基
本
方
針
Ⅲ
〕

　

組
織
・
経
営
基
盤
の
強
化

【
現
状
・
取
組
み
の
方
向
性
】

本
会
に
は
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を

推
進
項
目
２　

��

職
員
の
資
質
向
上
と
意
識

改
革

（
１
）
職
員
評
価
の
推
進

円
滑
な
事
業
実
施
や
職
員
の
意
欲
向
上

を
図
る
と
と
も
に
業
務
改
善
を
進
め
る
た

め
、
業
務
目
標
評
価
等
を
実
施
し
ま
す
。

（
２
）
職
員
の
資
質
向
上

Ｌ
Ｌ
財
団
か
ら
の
事
業
継
承
に
伴
う
相
談

事
業
の
拡
大
や
本
会
を
取
り
巻
く
情
勢
の
変

化
を
踏
ま
え
、
資
格
取
得
の
支
援
や
他
団
体

と
の
人
事
交
流
に
よ
り
、
職
員
の
資
質
向
上

を
図
り
ま
す
。

地
域
福
祉
の
推
進
に
向
け
て

本
会
で
は
、
新
た
な
活
動
計
画
に
基
づ

き
、
行
政
は
も
と
よ
り
市
町
村
社
会
福
祉

協
議
会
、
社
会
福
祉
関
係
団
体
の
皆
様
と

の
連
携
、
協
働
に
よ
り
、
地
域
共
生
の
仕

組
み
づ
く
り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
御
理
解
、
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

こ
の
活
動
計
画
の
全
文
は
、
本
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
御
活
用
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
併
せ
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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少
子
・
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
秋
田
県
で

は
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
た

め
に
、
福
祉
・
介
護
人
材
の
確
保
が
喫
緊
の

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
本
会
で
は
、
福
祉
の
仕

事
を
お
探
し
の
方
と
、
秋
田
県
内
の
福
祉
・

介
護
事
業
所
の
採
用
担
当
者
と
の
面
談
の
場

と
し
て
「
福
祉
の
就
職
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

今
年
は
、
従
来
の
秋
田
市
に
加
え
、
新
た

に
仙
台
市
で
も
開
催
し
、
仙
台
市
周
辺
の
福

祉
系
大
学
等
を
卒
業
後
に
秋
田
県
内
で
福
祉

の
仕
事
に
就
く
意
思
の
あ
る
方
や
、
現
在
Ａ

タ
ー
ン
を
考
え
て
い
る
社
会
人
の
方
な
ど
を

対
象
に
就
職
面
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
ご
家

族
や
お
知
り
合
い
の
方
で
、
ふ
る
さ
と
の
秋

田
で
働
き
た
い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

☆
県
民
介
護
講
座　

受
講
の
ご
案
内

※ 

次
の
コ
ー
ス
の
講
座
を
開
き
ま
す
。
い
ず

れ
も
予
約
制
で
定
員
30
名
で
す
。

　

時　

間　

13
時
30
分
か
ら
15
時
30
分
ま
で

　

受
講
料　

65
歳
以
上
の
方
は
無
料
、

　
　
　
　
　

そ
れ
以
外
の
方
は
５
０
０
円

　

申
込
先　

０
１
８
―
８
２
４
―
２
７
７
７

①
杖
・
車
い
す
コ
ー
ス

　

７
月
６
日
（
金
）・
27
日
（
金
）

　

杖
や
歩
行
器
・
車
い
す
購
入
時
の
ポ
イ
ン

ト
と
正
し
い
使
用
方
法
…
等

②
排
泄
コ
ー
ス

　

８
月
24
日
（
金
）・
９
月
14
日
（
金
）

　

知
っ
て
い
そ
う
で
知
ら
な
い
尿
パ
ッ
ド
・

紙
パ
ン
ツ
の
選
び
方
、
当
て
方
等

③
介
護
保
険
コ
ー
ス

　

９
月
28
日
（
金
）

　

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
慌
て
な
い
た

め
に
、
何
を
し
た
ら
い
い
の
？
／
特
養
？
老

健
？
施
設
は
ど
う
違
う
の
？

④
お
墓
あ
れ
こ
れ
コ
ー
ス　

　

10
月
12
日
（
金
）

　

お
墓
を
ど
う
す
る
？
…
等

☆
専
門
相
談
の
ご
案
内
（
７
月
～
９
月
）

※ 

各
分
野
の
専
門
家
に
よ
る
来
所
相
談
を
受

ら
、
お
声
が
け
願
い
ま
す
。

県
内
の
福
祉
・
介
護
事
業
所
の
概
要
説
明

や
職
業
の
適
性
診
断
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
情
報
収
集
の
機
会
と
し
て

も
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

け
付
け
て
い
ま
す
。
相
談
は
予
約
制
で
す

の
で
、電
話
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

時　

間　

13
時
か
ら
16
時
ま
で

　

相
談
料　

無
料

　

申
込
先　

０
１
８
―
８
２
４
―
４
１
６
５

●
法
律
相
談　

７
月
10
日
・
24
日
／
８
月
７

日
・
21
日
／
９
月
11
日
・
25
日

遺
産
相
続
や
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、
悪
徳
商
法
被

害
等
の
相
談
を
弁
護
士
が
担
当

●
人
生
相
談　

７
月
４
日
／
８
月
１
日
／
９

月
５
日

家
庭
問
題
、
人
間
関
係
、
生
き
が
い
に
つ
い

て
の
相
談
を
学
識
経
験
者
が
担
当

●
権
利
擁
護
相
談　

７
月
19
日
／
８
月
16
日

／
９
月
20
日

高
齢
者
虐
待
防
止
、
消
費
者
被
害
相
談
、
成

年
後
見
制
度
利
用
等
に
つ
い
て
専
門
家
が
担

当☆
一
般
相
談
の
ご
案
内

　

平
日
９
時
か
ら
17
時
ま
で
、
来
所
ま
た
は

電
話
に
よ
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

高
齢
者
総
合
相
談
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
１
８
―
８
２
４
―
４
１
６
５

認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
１
８
―
８
２
４
―
２
２
７
５

秋
田
県
内
の
福
祉
の
職
場
で
働
き
ま
せ
ん
か
？

～
福
祉
の
仕
事
を
お
探
し
の
方
・
目
指
す
方
を
応
援
し
ま
す
～

高
齢
者
総
合
相
談
・

　
　
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
福
祉
の
就
職
フ
ェ
ア
in
秋
田
・
仙
台

　
【
秋
田
会
場
】

　

と　

き　

平
成
30
年
６
月
24
日

　
　
　
　
　

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

　

と
こ
ろ　

秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

　
【
仙
台
会
場
】

　

と　

き　

平
成
30
年
７
月
14
日

　
　
　
　
　

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

　

と
こ
ろ　

 

Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
仙
台

ホ
ー
ル
13
Ａ施設振興・人材・研修部
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【
平
成
30
年
２
月
21
日
～

　
　
　
　
　
　

平
成
30
年
５
月
８
日
現
在
】

◎
ご
寄
附
◎

　

・
株
式
会
社
み
づ
き　

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
１
，
０
０
０
円

　

・
株
式
会
社
男
鹿
水
族
館　

様

　
　
　
　
　
　
　
　

２
１
７
，
５
５
７
円

　

・
秋
田
電
気
同
友
会　

様

　
　
　
　
　
　
　
　

６
８
９
，
７
１
１
円

◎
物
品
預
託
◎

　

・
株
式
会
社

　
　

ツ
ル
ハ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス　

様

　

・
ク
ラ
シ
エ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

株
式
会
社　

様

　
　

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
タ
イ
プ
車
椅
子
10
台

　
　

県
内
の
老
人
・
障
害
者
福
祉
施
設
へ

 

◎
災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
へ
の
ご
寄
附
◎

　

・
金　

康
宏　

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
，
０
０
０
円

　

・
秋
田
県
自
動
車
販
売
店
協
会　

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
９
，
２
２
０
円

　

・
秋
田
市
佛
教
会　

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
１
，
５
０
０
円

概
ね
60
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
こ
れ

か
ら
の
高
齢
期
を
充
実
し
て
過
ご
す
た
め

の
入
門
講
座
と
し
て
「
秋
田
Ｌ
Ｌ
大
学
園
」

を
開
催
し
ま
す
。

高
齢
者
の
社
会
活
動
参
加
の
促
進
や
心

身
の
健
康
保
持
を
目
的
と
し
て
、
生
き
が

い
・
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
、
一
般
教

養
等
、
幅
広
い
内
容
の
講
座
を
予
定
し
て

い
る
ほ
か
、
各
分
野
の
専
門
家
の
貴
重
な

講
話
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
な
ど
を

盛
り
込
み
、
誰
も
が
参
加
し
や
す
い
多
彩

な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
会
場
と
募
集
人
員
は
次

の
と
お
り
で
す
。

秋
田
市（
秋
田
県
社
会
福
祉
会
館
70
名
）、

北
秋
田
市
（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
コ
ム

コ
ム
30
名
）、
横
手
市
（
交
流
セ
ン
タ
ー

２
Ｙ
（
わ
い
わ
い
）
ぷ
ら
ざ
30
名
）

開
催
期
間
は
６
月
か
ら
12
月
ま
で
で
、

受
講
料
（
資
料
代
等
）
は
全
７
回
分
で
３
，

０
０
０
円
で
す
。

申
込
み
、
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
福
祉
・
生
き
が
い
振
興
部

　

生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り
担
当

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
１
８
）
８
２
４
―

２
８
８
８

　

皆

様

の

善

意

Ｎ
Ｔ
Ｔ
マ
ッ
チ
ン
グ
ギ
フ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

・
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
サ
ー
ビ
ス

　

営
業
推
進
部　

Ｗ
ｅ
ｂ
・
サ
ポ
ー
ト
部
門

　

秋
田
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ　

様

　

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
秋
田
社
会
貢
献
推
進
会
議　

様

　

・
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
‐
東
北

　

秋
田
支
店　

様

　

・
エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ　

エ
ム
イ
ー

　

東
北
事
業
所　

秋
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ　

様

　

・
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
‐
南
関
東

　
　
ビ
ジ
ネ
ス
デ
リ
バ
リ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
部

　
　

東
北
エ
リ
ア
グ
ル
ー
プ　

営
業
支
援
・

　
　

Ｓ
Ｏ
支
援
セ
ン
タ
（
秋
田
）　

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
７
４
，
３
０
４
円

　

 災
害
遺
児
愛
護
基
金
に
つ
い
て

　

災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
で
は
、
交
通
・

労
働
・
自
然
災
害
に
よ
り
、
父
や
母
が
亡
く

な
っ
た
り
、
重
い
障
害
が
残
っ
た
場
合
に
、

子
ど
も
の
心
身
の
す
こ
や
か
な
成
長
を
願

い
、
見
舞
金
や
小
・
中
学
校
入
学
祝
金
、
中

学
校
卒
業
祝
金
、
激
励
金
を
支
給
し
て
い
ま

す
。

◎
平
成
29
年
度
給
付
金
支
給
状
況
◎

　

・
見
舞
金　

４
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
０
０
，
０
０
０
円

　

・
激
励
金　

37
人

　
　
　
　
　
　
　

１
，
１
１
０
，
０
０
０
円

　

・
卒
業
祝
金　

７
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
５
０
，
０
０
０
円

　

・
入
学
祝
金　

７
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
５
０
，
０
０
０
円

　

善
意
の
募
集
に
つ
い
て

　

県
民
の
皆
様
、
各
企
業
・
各
種
団
体
様
か

ら
の
社
会
福
祉
へ
の
ご
寄
附
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

秋
田
魁
新
報
社
を
通
じ
て
ご
寄
附
い
た
だ

く
場
合

　

本
社
ま
た
は
各
支
局
に
お
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。
秋
田
魁
新
報
「
善
意
」
の
欄
に
掲
載

さ
れ
ま
す
。

銀
行
か
ら
振
込
み
で
ご
寄
附
い
た
だ
く
場
合

　

災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
へ
の
ご
寄
附

は
、
専
用
振
込
用
紙
で
送
金
手
数
料
無
料
の

振
込
み
が
で
き
ま
す
。

使
途
に
関
す
る
ご
希
望
に
つ
い
て

　

主
に
地
域
に
お
け
る
社
会
福
祉
活
動
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
な
ど
地
域
福
祉
推

進
の
た
め
の
「
一
般
寄
附
」
と
、
寄
附
者
が

使
途
を
特
定
す
る
「
指
定
寄
附
」
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
企
画
部

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
１
８
）
８
６
４
―

２
７
１
１

「秋
田
Ｌ
Ｌ
大
学
園
」を

　
　
　
　

開
催
し
ま
す

　
～
新
た
な
自
分
を
見
つ
け
よ
う
～

ツルハホールディングス様
クラシエホールディングス様

NTTマッチングギフトプログラム

社会福祉あきた  No.346

7



本
会
で
は
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少

に
伴
う
本
県
の
地
域
社
会
の
変
化
、「
地
域

共
生
社
会
の
実
現
」
を
目
指
す
国
・
全
社

協
・
県
の
動
き
、
公
益
財
団
法
人
秋
田
県

長
寿
社
会
振
興
財
団
（
以
下
「
Ｌ
Ｌ
財
団
」）

か
ら
の
事
業
譲
渡
等
を
踏
ま
え
、
昨
年
度
、

新
た
な
「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
関

係
機
関
、
関
係
機
関
の
皆
様
と
の
連
携
・

協
働
を
強
化
し
な
が
ら
、
次
の
基
本
方
針

に
沿
っ
て
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
御
理
解
、
御
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

《
基�

本
方
針
１
》
地
域
共
生
の
仕
組
み
づ
く
り

―
地
域
福
祉
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
推
進
―

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
市
町

村
社
会
福
祉
協
議
会
等
が
そ
の
役
割
・
機

能
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま

す
。
具
体
的
に
は
、「
他
人
事
」
を
「
我
が

事
」
と
し
て
捉
え
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
、

地
域
福
祉
活
動
参
加
促
進
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
す
る
と
と
も
に
、
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
活
動
の
推
進
方
策
を
策
定
す
る
「
地
域

福
祉
活
動
基
盤
整
備
事
業
」
に
新
た
に
取

り
組
む
ほ
か
、
住
民
主
体
に
よ
る
支
え
合

い
の
仕
組
み
づ
く
り
に
向
け
た
モ
デ
ル
事

業
を
展
開
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
福
祉
推
進
を
担
う
人
材
確

保
を
目
的
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
践
者
の
養
成
、
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
地
域
支
え
合
い

推
進
員
）
の
配
置
と
機
能
発
揮
に
向
け
た

支
援
、
住
民
の
中
か
ら
地
域
福
祉
活
動
を

担
う
リ
ー
ダ
ー
的
人
材
の
養
成
を
進
め
ま

す
。更

に
、
市
町
村
に
お
け
る
権
利
擁
護
体

制
の
構
築
に
向
け
、
日
常
生
活
自
立
支
援

事
業
の
利
用
拡
大
に
努
め
る
と
と
も
に
、

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
の
設
置
等
を
視
野
に

市
町
村
社
協
の
体
制
強
化
を
図
る
モ
デ
ル

事
業
を
展
開
し
ま
す
。

社
会
的
な
孤
立
や
貧
困
問
題
へ
の
対
応

と
し
て
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の

改
正
を
踏
ま
え
た
事
業
を
支
援
す
る
ほ
か
、

生
活
福
祉
資
金
や
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
、

児
童
養
護
施
設
退
所
者
等
を
対
象
に
し
た

貸
付
制
度
の
活
用
を
進
め
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
の
責
務
で
あ
る
「
地
域

に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
」
を
進
め
る
た

め
、
社
会
福
祉
法
人
・
施
設
と
社
協
が
連

携
し
、
制
度
の
狭
間
の
問
題
に
対
応
し
た

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
に
向
け
た
モ
デ

ル
事
業
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、

災
害
時
の
二
次
被
害
の
防
止
を
図
る
た
め
、

災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
構
成
員
を
養
成
す

る
研
修
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

地
域
の
災
害
支
援
体
制
充
実
の
た
め
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
養
成
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
災
害
発

生
を
想
定
し
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
実
地
訓
練
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
Ｌ
Ｌ
財
団
か
ら
継
承
し
た

高
齢
者
の
総
合
相
談
・
生
活
支
援
事
業
や

高
齢
者
の
生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り
に
向

け
た
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
県
民
の
社
会
福
祉
に
関
す
る
理

解
と
関
心
を
高
め
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
、
会
員
向
け
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

の
内
容
の
充
実
等
に
よ
り
情
報
提
供
機
能

強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
社
会
福
祉
大

会
や
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
を
開
催
し
ま
す
。

更
に
、
県
民
の
善
意
を
地
域
福
祉
推
進

や
災
害
遺
児
支
援
に
役
立
て
る
た
め
、
寄

附
や
募
金
活
動
を
通
じ
て
社
会
貢
献
活
動

の
拡
充
に
努
め
ま
す
。

多
様
な
生
活
福
祉
課
題
の
解
決
の
た
め
、

地
域
福
祉
推
進
委
員
会
に
お
け
る
関
係
機

関
や
団
体
と
の
連
携
・
協
働
を
強
化
し
、

福
祉
課
題
に
関
す
る
調
査
・
研
究
活
動
を

通
じ
て
積
極
的
に
提
言
活
動
を
行
い
ま
す
。

【
重
点
事
業
】

○
地
域
福
祉
活
動
基
盤
整
備
事
業

○
権
利
擁
護
支
援
の
体
制
構
築
モ
デ
ル
事
業

○ 

社
会
福
祉
法
人
・
施
設
と
社
協
の
連

携
に
よ
る
地
域
公
益
活
動
推
進
モ
デ

ル
事
業

○ 

種
別
協
議
会
・
団
体
と
の
連
携
・
協

働
に
よ
る
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
の

機
能
強
化

《
基�

本
方
針
２
》
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
づ

く
り
―
働
き
や
す
く
や
り
が
い
を
感
じ

ら
れ
る
職
場
づ
く
り
の
推
進
―

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進
む
中
で
、

福
祉
・
介
護
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す
る

た
め
に
は
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
担

う
人
材
の
確
保
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
無
料
職
業
紹
介
機
能
の
一
層
の

強
化
と
継
続
的
な
求
人
・
求
職
開
拓
を
積

極
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
県
北
・
中
央
・
県
南
に
介

護
人
材
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
引
き
続
き
配
置

し
、
福
祉
・
介
護
の
仕
事
へ
の
新
規
就
労

を
希
望
す
る
求
職
者
の
開
拓
に
取
り
組
み

ま
す
。
新
た
に
、
家
庭
の
事
情
等
に
よ
り

離
職
し
た
未
就
業
の
介
護
福
祉
士
等
の
有

資
格
者
や
就
労
意
欲
の
高
い
元
気
な
シ
ニ

ア
世
代
を
、
福
祉
や
介
護
の
職
場
へ
の
就

労
に
繋
げ
る
た
め
の
研
修
会
等
を
開
催
し

ま
す
。

ま
た
、
職
員
の
定
着
促
進
の
た
め
、
社

会
保
険
労
務
士
や
理
学
療
法
士
等
の
専
門

職
を
事
業
所
へ
派
遣
し
、
職
場
の
労
働
環

境
改
善
や
職
員
の
腰
痛
予
防
対
策
等
を
支

援
し
ま
す
。

更
に
、
中
長
期
的
な
観
点
か
ら
、
福
祉
・

介
護
の
仕
事
へ
の
若
年
層
の
理
解
を
深
め

る
た
め
、
事
業
所
見
学
等
を
行
う
「
高
校

生
福
祉
の
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
や
中
学
生
・

高
校
生
等
を
対
象
に
し
た
「
介
護
の
職
場

「
と
も
に
つ
な
が
り 

支
え
合
う 

ぬ
く
も
り
と

　
　
　
　
笑
顔
あ
ふ
れ
る
幸
せ
の
ま
ち
づ
く
り
」の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
現
に
向
け
て

平
成
30
年
度
秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
計
画
及
び
予
算

社会福祉あきた  No.346
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体
験
事
業
」
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と

も
に
、
新
た
に
中
学
生
等
を
対
象
に
、
事

業
所
の
若
手
職
員
な
ど
が
福
祉
の
仕
事
の

魅
力
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

併
せ
て
、
介
護
福
祉
士
修
学
資
金
貸
付

事
業
や
実
務
者
研
修
施
設
へ
の
入
学
者
に

対
す
る
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
受
講
資

金
貸
付
事
業
の
ほ
か
、
保
育
士
修
学
資
金

貸
付
事
業
を
継
続
し
、
福
祉
人
材
確
保
に

努
め
ま
す
。

県
か
ら
受
託
し
て
い
る
福
祉
保
健
研
修

の
充
実
を
図
る
ほ
か
、
認
知
症
介
護
に
関

す
る
研
修
な
ど
の
自
主
企
画
研
修
を
実
施

し
、従
事
者
の
専
門
性
の
向
上
と
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
人
材
の
育
成
に
努
め
ま

す
。更

に
Ｌ
Ｌ
財
団
か
ら
継
承
し
た
介
護
支

援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験
や
専
門
研

修
を
実
施
し
、
そ
の
確
保
や
資
質
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
必
要
な
医
療
的
ケ
ア
を

よ
り
安
全
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
介
護
職

員
向
け
の
た
ん
吸
引
等
に
関
す
る
研
修
を

実
施
し
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
に
は
、
そ
の
公
益
性
・

非
営
利
性
に
ふ
さ
わ
し
い
経
営
組
織
の
構

築
や
地
域
社
会
へ
の
貢
献
に
向
け
た
積
極

的
な
取
組
み
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
引
き

続
き
経
営
相
談
事
業
の
充
実
を
図
る
な
ど
、

法
人
経
営
の
強
化
を
支
援
し
ま
す
。

「
運
営
適
正
化
委
員
会
」
で
は
、
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
等
か
ら
の
苦
情
の
適
切
な
解

決
に
向
け
た
助
言
や
適
切
な
機
関
の
紹
介

な
ど
に
よ
る
相
談
機
能
の
発
揮
、福
祉
サ
ー

ま
た
、
施
設
の
火
災
・
自
動
車
共
済
、

自
動
車
リ
ー
ス
等
の
利
用
促
進
を
通
じ
た

自
主
財
源
の
確
保
、
会
員
及
び
会
費
規
程

に
基
づ
く
積
極
的
な
会
員
の
拡
大
及
び
会

費
の
増
強
に
努
め
ま
す
。

秋
田
県
社
会
福
祉
会
館
は
、
開
設
か
ら

31
年
を
経
過
し
、
経
年
劣
化
の
箇
所
も
多

く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
利
用
者
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
、
県
と
協
議
し
計
画
的

な
修
繕
を
進
め
る
と
と
も
に
、
イ
ベ
ン
ト

や
教
室
等
の
開
催
を
通
じ
て
利
用
促
進
と

県
民
に
親
し
ま
れ
る
会
館
運
営
を
目
指
し

ま
す
。

ま
た
、
業
務
目
標
評
価
等
の
実
施
に
よ

り
効
果
的
・
効
率
的
な
事
業
推
進
と
職
員

ビ
ス
利
用
援
助
事
業
の
適
正
な
運
営
の
た

め
の
調
査
や
助
言
等
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事

業
の
調
査
者
の
確
保
と
資
質
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
施
設
に
対
し
積
極
的
に
受
審

を
働
き
か
け
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

Ｌ
Ｌ
財
団
か
ら
継
承
し
た
介
護
サ
ー
ビ

ス
情
報
の
公
表
制
度
は
、「
利
用
者
本
位
」

「
高
齢
者
の
自
立
支
援
」「
利
用
者
に
よ
る

選
択
（
自
己
決
定
）」
を
確
実
に
保
障
す
る

た
め
の
仕
組
み
で
あ
り
、
質
の
高
い
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
県
民
へ
の
正
確
な
情

報
提
供
に
向
け
、
適
切
か
つ
円
滑
な
運
用

に
努
め
ま
す
。

【
重
点
事
業
】

○ 

福
祉
人
材
の
確
保
と
マ
ッ
チ
ン
グ
の

促
進

○ 

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
介
護
職
参
入
促

進
事
業
・
潜
在
介
護
福
祉
士
再
就
業

促
進
事
業

○ 

中
学
生
福
祉
の
仕
事
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
○ 

介
護
福
祉
士
修
学
資
金
等
貸
付
事
業
・

保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業

○
福
祉
保
健
従
事
者
研
修

《
基
本
方
針
３
》
組
織
経
営
基
盤
の
強
化

関
係
機
関
・
団
体
等
と
連
携
し
な
が
ら

本
県
の
地
域
福
祉
を
総
合
的
に
推
進
す
る

た
め
に
は
、
本
会
の
組
織
・
財
政
基
盤
の

確
立
が
重
要
で
あ
り
、
組
織
強
化
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
財
源
確
保
と
経
費
節
減

に
努
め
ま
す
。

の
意
欲
の
向
上
に
繋
げ
る
ほ
か
、
資
格
取

得
へ
の
支
援
等
を
通
じ
、
職
員
の
資
質
向

上
を
図
り
ま
す
。

【
重
点
事
業
】

○ 

会
員
制
度
の
周
知
と
会
員
拡
大
、
会

員
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

○ 

多
様
な
自
主
財
源
確
保
の
拡
充
と
経

費
節
減

○ 

秋
田
県
社
会
福
祉
会
館
利
用
者
の
拡

大　事
業
計
画
・
収
支
予
算
の
詳
細
は
、

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

平成30年度一般会計・生活福祉資金会計予算

一般会計 （単位：千円）

事業・拠点区分名 予算額
社会福祉事業 456,135
　1　法人運営事業 87,133
　2　地域福祉トータルケア推進事業 167,209
　3　高齢者の生きがい・健康づくり推進事業 22,916
　4　高齢者相談支援事業 24,114
　5　介護実習事業 45,194
　6　介護サービス情報公表事業 22,875
　7　福祉保健人材センタ－事業 66,915
　8　福祉施設経営推進事業 14,623
　9　寄附・募金活動事業 5,156
公益事業 247,768
　1　秋田県福祉保健研修センター事業 25,206
　2　修学等貸付事業 222,562
収益事業 89,184
　1　秋田県社会福祉会館管理運営事業 75,169
　2　厚生事業 14,015

合　　　　　　　　　計 793,087

生活福祉資金会計 （単位：千円）

会計区分名 予算額
　1　生活福祉資金会計 142,450
　2　生活福祉資金貸付事務費会計 55,748
　3　要保護世帯向け不動産担保型生活資金会計 10,556
　4　臨時特例つなぎ資金会計 710

合　　　　　　　　　計 209,464

社会福祉あきた  No.346
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「
養
護
学
校
卒
業
後
に
通
所
で
き
る

施
設
が
あ
っ
た
ら
…
」
と
い
う
重
症
心

身
障
害
児
の
保
護
者
の
要
望
を
受
け
、

通
所
介
護
事
業
所
の
一
部
を
使
用
し
て

平
成
19
年
に
「
基
準
該
当
生
活
介
護
」

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
「
聖
和
」

の
始
ま
り
で
す
。
平
成
23
年
４
月
に

は
待
望
の
単
独
施
設
が
完
成
し
「
障
が

い
福
祉
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
聖
和
（
以

下
、聖
和
）」が
正
式
に
誕
生
し
ま
し
た
。

聖
和
は
重
症
心
身
障
害
者
（
障
害
支

援
区
分
５
・
６
）
の
日
中
活
動
の
支
援

を
通
じ
、
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ラ
イ
フ
（
健

康
で
文
化
的
で
快
適
な
生
活
）
を
目
指

し
て
お
り
ま
す
。

「
聖
和
」
は
秋
田
市
の
中
心
部
に
近

く
、
少
し
歩
く
と
大
き
な
神
社
や
公
園

も
あ
り
、
車
椅
子
で
散
歩
や
外
気
浴
を

楽
し
め
ま
す
。

ま
た
、
地
域
と
の
関
わ
り
も
大
切
に

し
て
お
り
、
学
生
さ
ん
や
サ
ー
ク
ル
団

体
の
方
々
に
よ
る
演
奏
会
等
も
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

入
浴
・
食
事
と
同
様
に
、
利
用
さ
れ

て
い
る
方
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
る

の
が
様
々
な
「
療
育
」
で
す
。
職
員
に

よ
る
楽
器
生
演
奏
（
ピ
ア
ノ
・
ギ
タ
ー

等
）
や
ゲ
ー
ム
、絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

ド
ラ
イ
ブ
や
買
い
物
、「
ク
リ
ス
マ
ス

会
」、「
成
人
お
祝
い
会
」
等
、
毎
年
工

夫
を
凝
ら
し
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
今

年
の
「
成
人
お
祝
い
会
」
で
は
成
人
を

迎
え
ら
れ
た
利
用
者
の
方
達
に
「
成
人

の
湯
」
と
い
う
少
し
大
人
っ
ぽ
く
泡
風

呂
と
カ
ラ
ー
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
で
楽
し

ん
で
頂
き
ま
し
た
。
後
日
談
で
こ
の
日

の
夜
は
興
奮
し
て
な
か
な
か
寝
付
け
な

か
っ
た
と
か
…
。

笑
い
あ
り
涙
な
し
！
こ
れ
か
ら
も
地

域
に
愛
さ
れ
、
利
用
し
て
い
る
皆
様
が
地

域
で
生
活
で
き
る
よ
う
お
手
伝
い
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

施設訪問の外出先にて

『
♪
笑
い
の
花
咲
く

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
聖
和
♪
』

社
会
福
祉
法
人　

秋
田
聖
徳
会

　

障
が
い
福
祉
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
聖
和

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者　

藤
井　

厚
子

職
場
紹
介リ

レ

No.21

ー

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
会
員
施
設
・
市
町

村
社
協
等
の
広
報
担
当
に
よ
る
職
場
紹
介

を
リ
レ
ー
形
式
で
お
届
け
し
ま
す
。
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しせつの損害補償
社会福祉施設総合損害補償

福祉施設の福祉施設の事故・紛争円満解決のために事故・紛争円満解決のために福祉施設の事故・紛争円満解決のために ホームページでも内容を紹介しています
http://www.fukushihoken.co.jp

◆加入対象は、社協の会員である社会福祉法人等が運営する社会福祉施設です。

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険）

施設利用者の補償プラン22 （普通傷害保険）

❶ 基本補償（賠償・見舞費用）

❷ 個人情報漏えい対応補償　 ❸ 施設の什器・備品損害補償

▶保険金額

❶ 入所型施設利用者の傷害事故補償　　❷ 通所型施設利用者の傷害事故補償

❷ 施設職員の傷害事故補償

社会福祉法人役員等の賠償責任補償

▶年額保険料（掛金）

基
本
補
償（
A
型
）
見
舞
費
用
付
補
償（
B
型
）

対人賠償（１名・１事故）

基本補償（A型） 定　　員 基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

2,000万円
35,000～61,460円

68,270～97,000円

1,500円

1～50名

51～100名

以降1名～10名増ごと200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

死亡時 100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

対物賠償（１事故）

受託・管理財物賠償（期間中）

うち現金支払限度額（期間中）

人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）

被害者対応費用（１名につき）

施設送迎車に搭乗中のケガに対し、プラン２‒❶、❷の
傷害保険や自動車保険などとは関係なく補償

傷害見舞費用

賠
償
事
故
に
対
応

お
見
舞
い
等
の
各
種
費
用

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

●オプション１ ●訪問・相談等サービス補償
●オプション２ ●医務室の医療事故補償

 ●看護師の賠償責任補償
●オプション３ ●借用不動産賠償事故補償
●オプション４ ●クレーム対応サポート補償

保険期間１年

保険期間１年、職種級別Ａ級（10口まで加入できます）

保険期間１年、職種級別Ａ級（10口まで加入できます）

❸ 施設送迎車搭乗中の傷害事故補償

❶ 施設職員の労災上乗せ補償　
　 ●オプション：使用者賠償責任補償
❸ 施設職員の感染症罹患事故補償

〈SJNK17-17291 2018.1.12作成〉

施設職員の補償プラン33 （労働災害総合保険、普通傷害保険、約定履行費用保険）

社会福祉法人役員等の補償プラン44 （賠償責任保険）

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

1事故10万円限度 1事故10万円限度

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７〈引受幹事

保険会社〉
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3 を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

保険期間１年

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、医師賠償責任保険、個人情報取扱事業者賠償責任保険、普通傷害保険、労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

1 口あたりの補償額
死亡保険金 100万円

定員１人 1 口あたり
❶入所型施設利用者 1,310円
❷通所型施設利用者 990円後遺障害保険金 程度に応じて死亡保険金額の4～100%

入院保険金（１日あたり） 800円

手術保険金 入院中の手術：入院保険金日額の10倍
　外来の手術：入院保険金日額の5倍

通院保険金（１日あたり） 500円

▶保険金額 ▶年額保険料（掛金）

1 口あたりの補償額

Ａタイプ Ｂタイプ Ｃタイプ

死亡保険金

1事故・期間中

140万円
定員１人 1 口あたり

施設役員・職員
1 名 1 口あたり

3円（１日あたり）
780円（年間：週5日勤務の場合）後遺障害保険金 程度に応じて死亡保険金額の4～100%

入院保険金（１日あたり） 1,500円

5,000万円 1億円 3億円

手術保険金 入院中の手術：入院保険金日額の10倍
　外来の手術：入院保険金日額の5倍

通院保険金（１日あたり） 600円

▶保険金額

▶保険金額

▶年額保険料（掛金）

平成30年度

改定

改定

新設

新設
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藤
里
町
社
協
が
、
福
祉
の
立
場
か
ら
の

地
方
創
生
事
業
と
し
て
、「
町
民
全
て
が
生

涯
現
役
を
目
指
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
取

り
組
ん
で
か
ら
、
３
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

人
づ
く
り
・
仕
事
づ
く
り
・
若
者
支
援

を
３
本
柱
に
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は

人
づ
く
り
の
「
プ
ラ
チ
ナ
バ
ン
ク
」
に
つ

い
て
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

＊
　
＊
　
＊

平
成
29
年
６
月
、
誰
も
が
地
方
創
生
の

担
い
手
に
な
れ
る
仕
組
み
の
「
プ
ラ
チ
ナ

バ
ン
ク
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
４
月
１

日
現
在
、
人
口
３
，
３
０
０
人
の
町
で
プ

ラ
チ
ナ
バ
ン
ク
会
員
は
３
４
０
人
を
超
え
、

会
員
の
年
齢
層
も
20
代
か
ら
90
代
と
幅
広

く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

会
員
全
て
が
活
躍
で
き
る
よ
う
に
と
職

員
が
走
り
回
っ
て
も
、
会
員
の
意
気
の
高

さ
に
追
い
つ
け
な
い
の
が
現
状
で
す
。
昨

年
秋
、
プ
ラ
チ
ナ
バ
ン
ク
の
円
滑
な
運
営

の
た
め
に
、
10
人
ほ
ど
の
会
員
で
「
プ
ラ

プ
ラ
チ
ナ
バ
ン
ク
会
員
に
は
、
ど
ん
な

活
躍
の
場
が
あ
る
の
か
？
町
民
の
疑
問
に

応
え
る
た
め
に
「
プ
ラ
チ
ナ
バ
ン
ク
会
員

活
動
事
例
集
」
を
出
し
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
企
業
や
個
人
か
ら
の
作
業
依
頼

に
応
え
て
の
活
動
が
多
い
の
で
す
が
、
地

方
創
生
事
業
の
「
根
っ
こ
ビ
ジ
ネ
ス
」
の

た
め
の
根
っ
こ
掘
り
や
根
っ
こ
叩
き
作
業
、

社
協
の
「
ま
ち
自
慢
ク
ラ
ブ
」
講
師
等
も

含
め
て
、
29
年
度
は
50
種
類
ほ
ど
の
作
業

や
活
動
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

＊
　
＊
　
＊

根
っ
こ
叩
き
作
業
中
の
メ
ン
バ
ー
を
見

て
、
驚
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

重
度
の
う
つ
病
や
難
病
等
で
仕
事
を
辞

チ
ナ
会
議
ス
タ
ッ
フ
」
を
立
ち
上
げ
、
そ

の
方
々
の
先
導
で
動
い
て
お
り
ま
す
。

平
成
29
年
度
プ
ラ
チ
ナ
バ
ン
ク
事
業
の

総
収
入
は
２
，
２
０
０
万
円
で
、
先
ず
先

ず
の
滑
り
出
し
と
も
言
え
ま
す
が
、「
町
民

全
て
に
活
躍
の
場
を
」
と
い
う
壮
大
な
目

標
に
は
遠
く
及
ん
で
い
ま
せ
ん
。

＊
　
＊
　
＊

め
、
孤
立
し
が
ち
だ
っ
た
人
た
ち
も
多
く

参
加
し
て
い
ま
し
た
。
孤
立
支
援
対
策
事

業
等
へ
の
誘
い
を
拒
否
し
て
い
た
方
た
ち

で
し
た
。

周
囲
か
ら
「
暇
な
ら
、
手
伝
っ
て
き
た

ら
？
」
と
勧
め
ら
れ
た
そ
う
で
、「
役
に
立

て
る
こ
と
が
あ
る
な
ら
、
声
を
か
け
て
く

れ
」
と
、
屈
託
の
な
い
笑
顔
で
言
っ
て
く

れ
ま
す
。
実
際
、
彼
ら
は
大
き
な
戦
力
に

な
っ
て
い
ま
す
。

作
業
中
の
彼
ら
を
見
て
驚
い
た
自
分
が
、

支
援
す
る
人
・
さ
れ
る
人
と
い
う
福
祉
の

常
識
の
枠
に
と
ら
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
気

付
き
ま
し
た
。

地
域
福
祉
推
進
の
「
生
き
が
い
活
動
」

や
「
活
躍
の
場
」
づ
く
り
は
、
福
祉
職
が

考
え
る
事
業
で
は
な
く
本
人
が
望
む
事
業

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
改
め
て
肝
に

銘
じ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
反
省
も
含
め
て
藤
里
町
社
協
は
、

弱
者
で
も
地
方
創
生
の
担
い
手
に
な
れ
る

「
プ
ラ
チ
ナ
バ
ン
ク
」
が
、
人
口
減
少
を
続

け
る
町
の
大
き
な
戦
力
に
な
る
と
信
じ
て
、

頑
張
り
ま
す
。

まち自慢クラブ

根っこ叩き作業の様子

社
協
の
い
ま
藤
里
町
社
会
福
祉
協
議
会

秋
田
県
内
各
地
の
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
、
最
新
の
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
！

今
回
は
秋
田
県
北
部
か
ら
藤
里
町
社
協
を
御
紹
介
。

２
０
１
８
年
６
月
号　

平
成
30
年
６
月
30
日

発　

行
／
秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　

秋
田
県
秋
田
市
旭
北
栄
町
１
番
５
号

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
１
８
）
８
６
４
‐
２
７
１
１

　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
１
８
）
８
６
４
‐
２
７
０
２
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